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(57)【要約】
【課題】引出形遮断器を備える配電盤において保守点検
の際にブッシングに不用意に人手が接触する危険を回避
するために、遮断器の引き出し状態において、ブッシン
グに人手が接触されないようにブッシングの全面を接地
された遮蔽板により覆うことのできる配電盤のシャッタ
装置を提供する。
【解決手段】配電盤の内部隔壁に前記引出形機器に対す
る接続口を開口したブッシングを貫通して設置するとと
もに、前記配電盤内に前記内部隔壁の前面と対向して前
記引出形機器の挿入、引き出しに連動して、前記隔壁の
前面に近接する位置と前記ブッシングの前面に近接して
これを覆う位置との間で移動する可動遮蔽板を設置し、
この可動遮蔽板に、前記ブッシングを貫通させる窓穴を
形成するとともにこの可動遮蔽板の移動に連動してこの
窓穴を開閉するシャッタ板を取り付けるようにする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
引出形機器を有する配電盤において、この配電盤の内部隔壁に前記引出形機器に対する接
続口を開口したブッシングを貫通して設置するとともに、前記配電盤内に前記内部隔壁の
前面と対向して、前記引出形機器の挿入、引き出しに連動して前記隔壁の前面に近接する
位置と前記ブッシングの前面に近接してこれを覆う位置との間で移動する可動遮蔽板を設
置し、この可動遮蔽板に、前記ブッシングを貫通させる窓穴を形成するとともにこの可動
遮蔽板の移動に連動してこの窓穴を開閉するシャッタ板を取り付けたことを特徴とする配
電盤のシャッタ装置。
【請求項２】
請求項１に記載のシャッタ装置において、前記可動遮蔽板は、前記配電盤の内に設けた案
内レールにより前記引出形機器の挿入、引き出し方向に可動的に支持する機構を備えたこ
とを特徴とする配電盤のシャッタ装置。
【請求項３】
請求項１または２記載のシャッタ装置において、前記シャッタ板は、前記可動遮蔽板の移
動に連動して配電盤の内側に固定的に設けられたストライカにより回動される開閉駆動レ
バーによりシャッタ板の開閉を行う開閉駆動機構を備えたことを特徴とする配電盤のシャ
ッタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、引出形遮断器のような引出形機器を備えた配電盤における引出形機器の接
続口となる断路部の充電部を安全のために開閉するシャッタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　引出形遮断器のような引出形機器を備えた配電盤におけるシャッタ装置は、従来から特
許文献１に示されるようなものが知られている。このような従来のシャッタ装置を、図５
に示す。
【０００３】
　この図５において、１は配電盤であり、この配電盤１の内部の隔壁１１に引出形機器の
接続口を構成するブッシング２がこれを貫通して上下２段に取り付けられている。このブ
ッシング２の開口の前面に、引出形遮断器３の挿入、引き出しに連動してこれを開閉する
シャッタ板４１を備えたシャッタ装置４が設けられている。
【０００４】
　ブッシング２の左右の両側に設けられたシャッタ板４１を支持する昇降棒４２は、下端
が盤の側壁部に突設したピン４４により回動自在に支持された駆動レバー４５の先端にピ
ン結合される。駆動レバー４５の基端側のローラ４３に接触する遮断器３に設けられたス
トライカ３１の斜面により、この遮断器３の挿入、引き出しに連動してこの駆動レバー４
５が回動される。
【０００５】
　この装置においては、引出形遮断器３の挿入、引き出しに応じて遮断器のストライカ３
１が、シャッタ装置４の駆動レバー４５を回動させるので、これによって昇降棒４２が上
下に移動し、シャッタ板４１が遮断器の接続口を構成するブッシング２の開口の前面を開
閉するようになる。
【０００６】
　しかしながらこのような構成では、シャッタ板４１が上下に移動されるだけであるので
、押し上げてブッシング２の開口の前面を開いた際に、駆動レバー４５の回動角度の関係
でシャッタ板４１をブッシング２の前端面から大きく離すことができない。このため、引
出形遮断器３の接続端子３２をブッシング２内の固定接続端子２２に接触接続した運転状
態において遮断器の充電部となる接続端子３２とシャッタ板４１との間に十分な絶縁距離
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が取れないので、シャッタ板４１を絶縁材で構成しなければならず、価格が高価となる。
また、上下のシャッタ板４１、４１を個別に開閉操作することができないので、接続口の
ブッシング２内の保守点検が容易に行えない欠不都合あった。
【０００７】
　このような不都合を除くためのシャッタ装置として、特許文献１には図６に示すような
シャッタ装置が示されている。
【０００８】
　この図６の従来のシャッタ装置では、遮断器の接続口となる上下に配置されたブッシン
グ２、２の前面を開閉するシャッタ板４１，４１が、ブッシング２の両側の側壁にピンで
回動自在に取り付けられた平行支持レバー４６，４６の先端間に渡してピン結合され、引
出形遮断器(図示せず)のストライカ３１により、その挿入、引き出しに連動して回動され
るように構成された駆動レバー４５に昇降棒４２を連結し、この昇降棒４２と平行支持レ
バー４６、４６とが連結されている。駆動レバー４５および昇降棒４２は、上下のシャッ
タ板４１、４１のそれぞれに対応してブッシング２，２の左右の両側に各別に設けられて
いる。
【０００９】
　この図６の従来のシャッタ装置においては、図示しない遮断器を挿入するとストライカ
３１が駆動レバー４５のローラ４３に当たり、ストライカの先端の傾斜面に従って、左右
の駆動レバー４５を支持ピン４４を中心に時計方向に回動させることにより、昇降棒４２
が上昇し、平行支持レバー４６を点線で示すように回動させる。これによってシャッタ板
４１，４１が、隔壁１１と平行を保ちながら回転運動をし、ブッシング２，２の前面を開
き、隔壁１１の前面の方へ移動する。図示を省略した遮断器が、その接続端子をブッシン
グ２内に挿入し、ブッシング内の固定接続端子に接続する位置まで挿入されると、シャッ
タ板４１，４１は点線で示す隔壁１１の前面の位置まで回動される。
【００１０】
　このように、図６の従来装置によれば、遮断器が挿入された運転状態においては、シャ
ッタ板４１，４１は、充電部のブッシング２の開口端から隔壁１１の前面位置まで移動す
ることにより、ブッシング２の開口端から十分な距離に離すことができるようになるため
、所要の沿面絶縁距離を確保できるき、シャッタ板４１，４１を導電性の金属板で構成し
ても問題がなくなり、製造価格を低減できる効果ある。
【特許文献１】実開昭５９－０９２５１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところが、前記したような従来装置においては、引出し機器の接続口となるブッシング
は、その前面だけをシャッタ板によって遮蔽されるだけであるので、その周囲絶縁壁が常
に開放されているため、保守点検時に人手が触れることが可能となる。特に電源側の母線
に接続されたブッシングは、遮断器を引き出した運転停止状態においても常に充電状態に
おかれるため、保守点検の際にブッシングに人手が接触することにより状況によっては感
電事故に至る危険の可能性がある。
【００１２】
　この発明は、前記のような危険を回避するために、ブッシングの開口面を開閉するシャ
ッタ板がブッシングの開口面を遮蔽した状態においては、ブッシングに人手が接触されな
いようにこれを接地された遮蔽板により覆い、シャッタ板がブッシングの開口面を開放し
た状態においては、沿面絶縁距離確保のためにシャッタ板をブッシングの前端面から十分
な距離離すことのできる配電盤のシャッタ装置を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　このような課題を解決するため、この発明は、引出形遮断器のような引出形機器を有す
る配電盤において、この配電盤の内部隔壁に前記引出形機器に対する接続口を開口したブ
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ッシングを貫通して設置するとともに、前記配電盤内に前記内部隔壁の前面と対向して前
記引出形機器の挿入、引き出しに連動して、前記隔壁の前面に近接する位置と前記ブッシ
ングの前面に近接してこれを覆う位置との間で移動する可動遮蔽板を設置し、この可動遮
蔽板に、前記ブッシングを貫通させる窓穴を形成するとともにこの可動遮蔽板の移動に連
動してこの窓穴を開閉するシャッタ板を取り付けたことを特徴とするものである。
【００１４】
　この発明において、前記可動遮蔽板は、前記配電盤の内壁面に設けた案内レールにより
前記引出形機器の挿入、引き出し方向に可動的に支持するようにするのがよい。この場合
、可動遮蔽板が配電盤に導電的に接触されるようにする。
【００１５】
　また、前記シャッタ板は、前記可動遮蔽板の移動に連動して配電盤の内側に固定的に設
けられたストライカにより回動される開閉駆動レバーによりシャッタ板の開閉を行う開閉
駆動機構を備えるようにすることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、配電盤の引出形機器に対する接続口を開口したブッシングの取り付
けられた内部隔壁の前面に、この隔壁のほぼ全面を覆い、前記引出形機器の挿入、引き出
しに連動して、前記隔壁の前面に近接する位置と前記ブッシングを前面に近接し、これを
覆う位置との間で移動する可動遮蔽板を設け、この可動遮蔽板に、これに形成した前記ブ
ッシングを貫通させる窓穴の前面をこの可動遮蔽板の移動に連動開閉するシャッタ板を取
り付けているので、引出形機器を引き出しした運転停止状態においては、シャッタ板によ
りブッシングの接続口の前面が遮蔽されるだけでなく、このブッシングの周囲も可動遮蔽
板により遮蔽されるので、配電盤内部のブッシングに人手が接触するようなことが完全に
防止され、保守点検時の安全を確保することができる。
【００１７】
　また、シャッタ板による遮蔽が開放されて、ブッシングの接続口に引出形機器が接続さ
れた運転状態においては、シャッタ板が可動遮蔽板と共にブッシングを支持する隔壁の前
面のこれと近接する位置まで押し込まれるので、可動遮蔽板およびシャッタ板がブッシン
グの接続口の前端面から離され、ブッシングの前端から十分な絶縁距離を確保することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　この発明の実施の態様を図に示す実施例について説明する。
【００１９】
　図１ないし図４は、この発明による配電盤のシャッタ装置の実施例を示す構成図である
。
【００２０】
　図１および図２は、引出形遮断器が引き出され、配電盤が運転を停止している引出状態
を示すもので、図１は、図２のＩ－Ｉ線に沿う側面断面図、図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線
に沿う正面断面図である。
【００２１】
　また、図３および図４は引出形遮断器が挿入され、その接続端子がブッシングの接続口
に接続されて配電盤の運転を行っている挿入状態を示すもので、図３は、図４のIII－III
線に沿う側面断面図、図４は図３のＩＶ－ＩＶ線に沿う正面断面図で、遮断器を除いて示
している。
【００２２】
　図１ないし図４において、１は配電盤であり、この配電盤１は、内部隔壁１１により母
線室１２と遮断器室１３に区画される。２ａ，２ｂは、内部隔壁１１にこれを貫通して配
２段に配設された３相構成のブッシングである。ブッシング２ａ、２ｂは母線室１２側の
端部が、母線室１２に収容された図示しない電源母線および負荷側母線に接続される。ブ
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ッシング２ａ，２ｂの遮断器室１３側には、開口され内部に固体接続端子２２ａ，２２ｂ
を備えた接続口２１ａ，２１ｂが設けられている。
【００２３】
　遮断器室１３に挿入、引き出し可能に引出形遮断器３が収容される。この遮断器３は、
遮断器室１３の所定の押し込み位置まで挿入されたところで接続端子３２ａ，３２ｂがブ
ッシング２ａ、２ｂの前面に開口した接続口２１ａ、２１ｂに挿入され、ブッシング内の
固定接続端子２２ａ、２２ｂに接触し、母線室の図示しない電源側母線と負荷側母線間に
接続される（図３参照）。
【００２４】
　また、隔壁１１の前面（遮断器室側）には、引出形遮断器３の挿入、引き出し方向に移
動可能にした可動遮蔽板５が設置されている。この可動遮蔽板５は、隔壁１１の前面とほ
ぼ同じ大きさを有し、移動を円滑にするために上下両端部の４隅に設けられた４個のロー
ラ５１を介して、配電盤１の天井壁および床壁に１対ずつ設けられた案内レール１５ａ、
１５ｂにより可動的に支持される。床壁上の案内レール１５ｂの先端とほぼ同一線上の位
置に可動遮蔽板５の移動を規制するストッパ１６を設け、遮断器３が引き出されたときに
、可動遮蔽板５がブッシング２の前端面とほぼ同一線上に並ぶ位置で止め、ブッシング２
を前面から覆うようにする（図１参照）。ここでは、可動遮蔽板５がこのストッパ１６に
より係止される位置を可動遮蔽板の引出位置と呼び、可動遮蔽板５が押し込まれて、図３
に示すように隔壁の前面に当接して止められた位置を可動遮蔽板の押込み位置と呼ぶこと
にする。
【００２５】
　可動遮蔽板５の上端と、配電盤１の天井壁に突設したばね受片１８との間に復帰ばね５
５が張り渡されている。この復帰ばね５５は、遮断器３が引き出されたとき、可動遮蔽板
５を押込み位置から、引出位置に引き戻す作用をする。
【００２６】
　可動遮蔽板５の上下のブッシング２ａ、２ｂと対向する位置には、可動遮蔽板５が図３
に示すように押込み位置に置かれたときに隔壁１１に設けられたブッシング２ａ，２ｂが
それぞれ貫通するように切り開かれた窓穴５２ａ、５２ｂが設けられている。さらに、こ
の可動遮蔽板５には、窓穴５２ａおよび５２ｂを開閉するためにシャッタ板６１ａおよび
６１ｂと、これらのシャッタ板６１ａおよび６１ｂを開閉駆動する開閉駆動レバー６４ａ
および６４ｂが可動的に取り付けられている。シャッタ板６１ａ，６１ｂは、それぞれ両
側端部に縦方向のほぼ全幅に亘って伸びたガイド穴６２ａおよび６２ｂを１対ずつ備える
。これらのガイド穴６２ａ，６２ｂに、可動遮蔽板５に対応して設けたガイドピン６３ａ
および６３ｂを嵌合することによりシャッタ板６１ａ，６１ｂが可動遮蔽板５によって上
下動可能に支持される（図２および図４参照）。
【００２７】
　また、開閉駆動レバー６４ｂ，６３ｂが、それぞれ支持ピン６９ａ、６９ｂにより可動
遮蔽板５に回動自在に取り付けられる。引出形遮断器３の挿入、引き出しに連動してシャ
ッタ板６１ａ，６１ｂを開閉するために、開閉レバー６４ａおよび６４ｂの両端には、そ
れぞれローラ６５ａ、６６ａおよび６５ｂ，６６ｂが設けら、各開閉レバーの基端側のロ
ーラ６５ａおよび６５ｂは、配電盤１の側壁に設けられた固定ストライカ６７ａおよび６
７ｂに接合され、先端側のローラ６６ａおよび６６ｂは、シャッタ板６１ａおよび６１ｂ
に設けられた係合片６８ａおよび６８ｂに係合されている（図２参照）。開閉駆動レバー
６４ａ，６４ｂとストライカ６７ａ，６７ｂとは、シャッタ板６１ａ，６１ｂを可動遮蔽
板５の移動に連動して開閉駆動するための開閉駆動機構を構成する。
【００２８】
　さらに、遮断器３には、隔壁１１と対向する前面の上下端部に、前方（隔壁側）へ突き
出して可動遮蔽板５に当接して、遮断器３が押し込まれるときこれを押し込む押棒３３ａ
，３３ｂが設けられている。
【００２９】



(6) JP 2009-17628 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

　次にこのように可動遮蔽板５とシャッタ板６１ａ，６１ｂで構成された、この発明のシ
ャッタ装置の動作について説明する。
【００３０】
　まず、可動遮蔽板５について説明する。
【００３１】
　配電盤１の運転状態においては、図３に示すように、配電盤１の遮断器室１３に引出形
遮断器３を挿入し、その接続端子３２ａ、３２ｂを接続口２１からブッシング２ａ，２ｂ
内に押し込んで、ブッシング２ａ，２ｂ内の固定接続端子２２ａ，２２ｂに接続する。こ
れにより、母線室１２内の図示しない電源側母線と負荷側母線が遮断器３により開閉可能
に接続される。このとき、可動遮蔽板５は、遮断器３の押棒３３ａ，３３ｂにより押し込
まれて、遮断器３の挿入にしたがって隔壁１１に当接する可動遮蔽板の押込位置まで押し
込まれる。
【００３２】
　そして、配電盤１や、遮断器３の保守点検を行う場合は、配電盤３の運転を停止して、
遮断器室１３内の遮断器３を図３に示す矢印の方向へ引き出して、図１に示すように、接
続端子３１ａ，３１ｂをブッシング２ａ，２ｂから十分な距離引き離し、図示しない電源
側母線と負荷側母線から遮断器３の接続を切り離す。
【００３３】
　遮断器３の引き出しに伴って、可動遮蔽板５が、復帰ばね５５によって遮断器３の引き
出し方向に引き戻され、ストッパ１６に当たる引出位置まで戻される。これにより可動遮
蔽板５が図１に示すようにブッシング２ａ，２ｂを前面から前面だけでなく全周を覆うよ
うになる。
【００３４】
　このように可動遮蔽板５は、引出形遮断器３の挿入、引き出しに連動して、押込位置と
引出位置の間で移動し、ブッシング２ａ，２ｂの前面および全周を遮蔽したり開放したり
する。
【００３５】
　次にこのような可動遮蔽板５の移動に伴って可動遮蔽板５に切り抜き形成された窓穴５
２ａ，５２ｂを開閉するシャッタ板６１ａ，６１ｂの動作について説明する。
【００３６】
　引出形遮断器３が図１に示すように引き出し状態にあるときは、可動遮蔽板５は、スト
ッパ１６によって決められた引出位置に静止し、ブッシング２ａ，２ｂの前面を遮蔽する
。このとき、開閉レバー６４ａおよび６４ｂの基端側のローラ６５ａおよび６５ｂは、配
電盤１の側壁に取り付けられた固定ストライカ６７ａおよび６７ｂの先端部の図１に示す
ように右上がりの傾斜面の先端に接合するので、上方へ上がった位置に置かれる（図２参
照）。このため、開閉レバー６４ａおよび６４ｂはローラ６６ａおよび６６ｂの取り付け
られた先端側が下降するように傾斜する。開閉レバー６４ａおよび６４ｂの先端部のロー
ラ６６ａおよび６６ｂがそれぞれシャッタ板６１ａおよび６１ｂのこれと一体に形成され
た係合片６８ａおよび６８ｂに係合されているので、シャッタ板６１ａおよび６１ｂが開
閉レバー６４ａおよび６４ｂによって引き下げまたは押し下げられ、窓穴５２ａおよび５
２ｂを閉鎖する。
【００３７】
　これにより、遮断器３の引き外されたブッシング２ａ，２ｂは前面および全周がシャッ
タ板６１ａ，６１ｂおよび可動遮蔽板５によって遮蔽されるので、配電盤１の遮断器室１
３内においてブッシング２ａ，２ｂに不用意に人手が触れることが防止され、感電事故の
危険が除かれる。
【００３８】
　配電盤１の運転を再開するためには、引き出し状態に置かれた遮断器３を図１の矢印方
向に押し込み挿入する。遮断器３が、その押棒３３ａ、３３ｂの先端を可動遮蔽板５の前
面に当接する位置まで到達し、ここからさらに押し込まれることにより可動遮蔽板５が、
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遮断器３の移動と共に押し込まれ、図３に示すように、隔壁１１に当接して止まり、押込
位置を保持する。
【００３９】
　このような可動遮蔽板５の移動の過程で、開閉レバー基端側は、ローラ６５ａ、６５ｂ
が固定ストライカ６７ａ，６７ｂ傾斜面に接して転動することにより次第に下降するので
、これとは反対に開閉レバー６４ａ，６４ｂのローラ６６ａ，６６ｂの設けられた先端側
が上昇する。これにより係合片６８ａ，６８ｂを介してシャッタ板６１ａ，６１ｂが押し
上げまたは引き上げられ、可動遮蔽板５の窓穴５２ａ，５２ｂを開放する。開放された窓
穴５２ａ，５２ｂを通して、遮断器３の接続端子３２ａ，３２ｂがブッシング２ａ，２ｂ
の接続口２１ａ，２１ｂに挿入され、図３に示すような押込位置に達したところでブッシ
ング内の固定接続端子２２ａ，２２ｂと接続され、遮断器３がブッシング２ａ，２ｂを介
して、母線室１２内の図示しない電源側母線および負荷側母線に接続される。
【００４０】
　以上のように、この発明のシャッタ装置によれば、引出形遮断器の挿入、引き出し操作
に連動して、可動遮蔽板５を、隔壁１１に設けたブッシング２ａ，２Ｂの前面を遮蔽する
引出位置と隔壁１１の前面に当接する押込位置との間で移動させるとともに、この可動遮
蔽板５の移動に連動して、これに設けたブッシング２ａ，２ｂの貫通される窓穴６１ａ，
６１ｂを開閉するシャッタ板６１ａ，６１ｂを自動的に開閉させることができる。
【００４１】
　そして、遮断器３がブッシング２ａ，２ｂに接続された挿入状態においては、可動遮蔽
板５が隔壁１１の前面に当接する押込位置まで押し込まれるので、可動遮蔽板５およびシ
ャッタ板６１ａ，６１ｂがブッシング２ａ，２ｂの前端面から十分な距離離され、必要な
沿面絶縁距離を確保できるので、ブッシング２ａ，２ｂが充電状態となっても絶縁上の問
題は生じない。このため、可動遮蔽板５およびシャッタ板６１ａ，６１ｂをブッシング２
ａ，２ｂのように絶縁材で構成することなく金属材のような導電材で構成することができ
るようになるので、製造価格を低減することができる。そして、このとき配電盤１の内壁
と導電状態にしておくことにより、配電盤１本体と共に可動遮蔽板５を接地することがで
きるので、保守点検時における可動遮蔽板による感電事故を防止することができ、安全性
を確保できる。
【００４２】
　さらに、遮断器３を引き出した状態においては、ブッシング２ａ，２ｂの前面および全
周をシャッタ板６１ａ，６１ｂおよび可動遮蔽板５により遮蔽できるので、ブッシングへ
の不用意な人手の接触を完全に防止することができるので、安全性が一段と向上する。さ
らにまた、上下２段に設けシャッタ板を各別の開閉駆動レバーによる開閉する構成とした
ので、保守点検の際に、各別にシャッタ板を開閉することができるので、メンテナンス作
業が容易となる等の効果もある。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】この発明の実施例による配電盤のシャッタ装置の引出形遮断器の引出し状態を示
すもので、図２のＩ－Ｉ線に沿う側面断面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿う正面断面図である。
【図３】この発明の実施例による配電盤のシャッタ装置の引出形遮断器の挿入状態を示す
もので、図４のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う側面断面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線に沿う正面断面図である。
【図５】従来の配電盤のシャッタ装置の引出形遮断器の引出し状態を示す側面断面図であ
る。
【図６】他の配電盤のシャッタ装置の要部を示す側面断面図である。
【符号の説明】
【００４４】
１：配電盤　　　１１：隔壁
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２：接続口を構成するブッシング
３：引出形機器（引出形遮断器）
５：可動遮蔽板　　　５２ａ，５２ｂ：窓穴
６１ａ，６１ｂ：シャッタ板　　　６４ａ，６４ｂ：開閉駆動レバーシャッタ板
６７ａ，６７ｂ：固定ストライカ

【図１】 【図２】



(9) JP 2009-17628 A 2009.1.22
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【図５】 【図６】
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